





Mineralogical and chemical weathering of mudstone of Tertiary 
Furue and Aishiro Formations in Shimane Peninsula, 
and of Tertiary Kase Formation in Nagasaki Prefecture, Japan 
Atsuo Tsushima 











































とを示している．例えば， F1のI帯と E帯とでは， H値は共に赤一黄の範囲にあり， sf重とB値
はE帯でより高い値となる．これは， F1では I帯と比べてE帯でより褐色化し，黒の割合が減少
していることを示している．また， F1の亘帯とE帯とでは， Hfi直は同程度であるが， S僅はE帯
で抵く， B値はE帯で高い．従って， F1では， E帯よりもE帯で自色化しているといえる．同様
にして， F2およびAlとA2では， I帯からE帯にかけて褐色化し，黒の割合が減少しているこ




よって示される. ( 1) x線呂折分析の結果，全ての露頭において， 1替では緑泥石が明確に認めら
れるのに対し， E帯および亘帯では，緑泥石が少量であると判断される. (2) F 1とF2では，全
ての愚化替でスメクタイトと緑泥石ーパーミキュライト（またはスメクタイト）混合層が認められ，
A2とKlでは， E帯およびE帯で緑泥石ーパーミキュライト〈またはスメクタイト）握合屠とパー
ミキュライトが確認される. ( 3）酢酸アンモニウム；こ港出するCa2＋とMg2＋の溶出量は，共に I普
からE替にかけて減少する傾向にあるものの， Mg2＋ではその程度が相対的に小さく，露頭によって
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に基づくものである. ( 1）顕微鏡観察の結果，黄鉄鉱は， F1とF2では I帯と E帯で，またAl








粘土鉱物中の交換性陽イオンは， Fl, F2, AlおよびA2ではI帯からE帯にかけて段階的
に溶脱しているものと考えられる．この理由は，これらの露頭における粘土試料のCation/CEC比が，
I帯で0.9-1.1, I帯で0.4-0.6，および皿帯で0.1-0.4と，段階的に小さくなるためである．一
方， Klでは，粘土試料のCation/CEC比はE帯とE帯で0.8-1.0であることから，交換性陽イオン
の溶脱は起こっているものの，その程度は比較的小さいと考えられる．このように露頭によって溶
脱の程度が異なる理由としては，原岩の鉱物組成の違いや，泥質岩の変質の程度の違いが考えられ
る．
交換性陽イオン以外にも，酢酸アンモニウムに溶出し易い陽イオンが， I帯の試料に含まれるも
のと考えられる．このことは， I帯で、のCation/CEC比がほとんどの場合1より大きく，それが特に
全岩試料で顕著であることから判断される．溶出する陽イオンが主にCa2＋およびMg2＋で、あることか
ら，交換性陽イオン以外の陽イオンの供給源は方解石であると推定される．また，多くの場合には，
酢酸アンモニウムに溶出するCa2＋の溶出量は I帯と E帯の問で大きく減少することから，方解石は
そのほとんどが I帯と E帯との問で溶解するものと考えられる．
［まとめ］
泥質岩の風化に伴って，（ 1)緑泥石が I帯からE帯にかけて段階的に変質すること，（2）黄鉄
鉱が I帯と E帯との境界付近で変質することが明らかとなった．これらは従来の研究結果と調和的
であるが，本論では新たに，交換性のMg2＋とCECの増加からも，緑泥石の変質が確認された．さら
に加えて（3) I帯および皿帯では，水に容易に溶出する陽イオンと方解石起源、のCa2＋とが溶脱し
ていること，（4）交換性陽イオンの風化に伴う変化には，露頭による違いがあり，交換性陽イオン
がI帯からE帯にかけて明らかに溶脱している場合と，溶脱は起こっているものの，その程度が小
さい場合とがあることが明らかになった．今後の研究では，交換性陽イオンの溶脱のメカニズ、ムや，
交換性陽イオンの溶出速度，その他の地域での交換性陽イオンの種類と量の変化といった点に着目
した研究を行なうことで，泥質岩の風化メカニズムとその速度に関してより詳細な知見が得られる
ものと考えられる．
